
本

殿

の

改

修

工

事

は

順

調

に

進

ん

で

お

り

、

銅

板

屋

根

は

完

成

し

て

、

木

部

の

修

理

が

終

わ

り

ま

し

た

。

本

殿

、

唐

門

、

回

廊

は

塗

装

工

事

に

入

り

ま

し

た

。

昭

和

十

一

年

の

建

築

当

初

の

本

殿

は

鮮

や

か

な

朱

塗

り

で

し

た

が

、

昭

和

五

十

年

代

に

行

わ

れ

た

塗

り

直

し

で

は

、

少

し

落

ち

着

い

た

赤

が

塗

ら

れ

ま

し

た

。

今

回

の

改

修

で

は

建

築

当

初

に

近

い

鮮

や

か

な

色

を

目

指

し

、

細

や

か

な

装

飾

の

彩

色

も

当

時

の

図

柄

に

近

い

模

様

に

し

ま

す

。

完

成

す

れ

ば

改

修

前

よ

り

明

る

い

朱

色

の

華

や

か

な

ご

本

殿

に

な

り

ま

す

。

完

成

を

楽

し

み

に

お

待

ち

く

だ

さ

い

。

コ

ロ

ナ

禍

に

よ

り

、

今

年

の

夏

祭

も

神

事

以

外

の

行

事

は

中

止

と

な

り

ま

し

た

。

本

宮

の

夏

季

大

祭

は

役

員

総

代

の

み

の

参

列

で

斎

行

し

、

祭

典

後

に

は

内

代

地

車

奉

賛

会

・

青

年

会

に

よ

り

地

車

囃

子

の

演

奏

が

奉

納

さ

れ

ま

し

た

。

昨

年

か

ら

夜

店

や

だ

ん

じ

り

な

ど

が

中

止

と

な

り

、

寂

し

い

お

祭

り

が

続

い

て

い

ま

し

た

が

、

久

し

ぶ

り

に

お

囃

子

奉

納

が

境

内

に

鳴

り

響

き

ま

し

た

。

一

日

も

早

く

情

勢

が

落

ち

着

き

、

ま

た

賑

や

か

な

お

祭

り

が

で

き

る

よ

う

願

う

ば

か

り

で

す

。

八

月

一

日

に

「

神

社d
e

献

血

」

を

実

施

し

ま

し

た

。

コ

ロ

ナ

禍

で

献

血

が

不

足

す

る

現

在

、

人

々

に

身

近

な

神

社

に

お

い

て

献

血

活

動

を

実

施

す

る

事

業

で

、

大

阪

で

も

多

く

の

神

社

が

協

力

し

て

行

っ

て

い

ま

す

。

社

務

所

の

座

敷

に

献

血

ベ

ッ

ト

な

ど

の

機

材

を

設

置

し

、

三

十

三

名

の

氏

子

様

が

献

血

し

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

。

ご

協

力

い

た

だ

い

た

皆

様

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

八

月

二

十

六

日

に

社

寺

建

築

の

研

修

会

を

行

い

ま

し

た

。

当

社

の

改

修

工

事

を

手

掛

け

て

い

る

松

原

工

務

店

の

松

原

社

長

を

講

師

に

迎

え

て

、

神

社

関

係

者

の

み

で

行

わ

れ

ま

し

た

。

木

組

み

の

屋

根

の

模

型

を

展

示

し

、

社

寺

建

築

の

歴

史

や

宮

大

工

の

仕

事

に

つ

い

て

説

明

、

工

事

中

の

本

殿

の

見

学

も

行

わ

れ

、

有

意

義

な

講

演

会

と

な

り

ま

し

た

。
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色色色色

鮮鮮鮮鮮

やややや

かかかか

なななな

朱朱朱朱

塗塗塗塗

りりりり

にににに

塗塗塗塗

装装装装

始始始始

まままま

るるるる

秋秋秋秋

祭祭祭祭

中中中中

止止止止

のののの

おおおお

知知知知

らららら

せせせせ

●

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

拡

大

防

止

の

た

め

、

昨

年

に

続

き

秋

祭

を

中

止

し

ま

す

。

神

楽

奉

納

、

地

車

宮

入

な

ど

の

神

賑

行

事

、

夜

店

は

中

止

に

な

り

ま

す

。

●

神

事

は

神

社

の

み

で

通

常

通

り

行

い

ま

す

。

十

月

二

十

三

日

午

前

十

一

時

の

献

湯

神

事

は

一

般

参

列

い

た

だ

け

ま

す

。

ぜ

ひ

お

参

り

く

だ

さ

い

。

【

上

】

本

殿

御

扉

。

建

設

当

初

の

目

の

覚

め

る

よ

う

な

鮮

や

か

な

朱

色

を

再

現

【

下

】

唐

門

と

回

廊

の

天

井

部

。

白

地

か

ら

朱

色

の

順

で

彩

色

さ

れ

る

夏夏夏夏

祭祭祭祭

にににに

地地地地

車車車車

囃囃囃囃

子子子子

のののの

奉奉奉奉

納納納納

神神神神

社社社社dd dd
ee ee

献献献献

血血血血

社

寺

建

築

の

研

修

会

十

一

月

中

の

土

日

祝

日

は

予

約

な

し

で

、

九

時

半

よ

り

十

五

時

ま

で

の

間

に

受

付

順

で

ご

祈

祷

し

ま

す

。

土

日

祝

日

は

近

隣

駐

車

場

を

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

密

を

避

け

る

た

め

、

お

連

れ

様

の

ご

昇

殿

人

数

を

制

限

さ

せ

て

い

た

だ

く

場

合

が

あ

り

ま

す

。

十

一

月

中

の

平

日

と

十

月

、

十

二

月

全

て

の

曜

日

は

予

約

制

に

な

り

ま

す

。
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